
SE邸①：軸線と吹抜に面して貴金属室を配し、趣向が外部・住戸全体に表出。 NW邸①：子どもたちの遊び場であるビオトープは記憶の原風景を作る。

雪解けとともに建築が開かれ、個が表出し始める様子。

変化とともに生きる住まい
　　　　　　　　～環境に導かれる器～

未来をつくる建築
この地の

ダイアグラム

他律的な建築

他律的な建築

アクセント

アクセント

選定敷地：津南町

・コミュニティでの時間が子どもたちの記憶の中に残り続け、  
  受け継がれていく

・住人たちが日常の中で自然に関わり合い、それぞれの　
  個性が重なりながらコミュニティが形成されていく

住人の個性

１．地形や周辺環境といった、
　 土地固有の条件に導かれる建築

２．季節の移ろいに設えが応答し、
　 建築の空間構成が変化する建築

３．住み手の入れ替わりにより、
　 空間の秩序が再編されていく建築

雪スポット

ボリューム

津南町

栄町

湯沢町

松之山

中里

敷地の選定理由は、主に以下の 2点である。

・快適な住環境の確保や水の循環、河岸段丘
の特性を生かすため、信濃川の眺望に優れた
段丘沿いの立地とした。

・地域や子どもたちの交流を促すため、地域
の拠点である津南小学校に近接させた。

・河岸段丘沿い
快適な住環境の確保や水の循環、河岸段丘の特性
を生かすため、信濃川の眺望に優れた段丘沿いの
立地とした。

・津南小学校に隣接する
地域や子どもたちの交流を促すため、地域の拠点
である津南小学校に近接させた。

【津南小学校】

【信濃川】 【計画地】

【景色の軸線】
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【計画地】

お酒好きの若年夫婦（30代、小3、小1）
自然の中でのびのび育てたいという想いで入居。

地質学者の夫、貴金属収集が趣味の妻（50代）
河岸段丘の地質に惹かれて入居。

絵画が趣味の妻、釣り・料理が趣味の夫（40代）
豊かな自然と壮大な風景に惹かれ入居。

DIY・建物好きな青年（20代）  （津南小学校出身）
この街がずっと大好きで住みたいと決心し入居。

津南町に縁のある人々が集い、そして住み継がれるコーポラティブハウスとして計画する。
各住人の個性が溶け合い津南小学校と連携することで、子どもたちへと未来を紡ぐ津南町らしさの拠点をつくる。

レコードと珈琲を愛する夫婦(40代)
隣町で働く夫と、水が美味しいことが理由で入居。

作家でフォトグラファーの夫婦(40代)
最後の移住先として故郷の津南町を選び入居。

木工細工を営む夫とテレワーカーの妻(30代、小4)
豊かな森林資源を活用したいと考え入居。

昆虫標本の制作・プロデュースを行う研究家(30代)
大自然で研究と創作活動の両立をしたいと入居。

小学校

津南町の未来

技術
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SW邸
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4つの
住居位置

前住人
住み継ぐ
後住人

SE邸

工作体験

風環境シミュレーション
CFD解析により風環境の確認を行った。図は西からの風がある場合の、各住戸の屋内外の風環境を可視化したものである。
・NW邸のボリュームを、信
濃川に面して逆くの字形
に設けることで、西からの
風が強風時にも、本敷地
へと流れ込む風は風速が
抑えられた穏やかなもの
にすることができる。
・各ボリュームの間、つまり
景色の軸線や路地は風が
抜ける風の通り道になっ
ており、各住戸へ満遍なく
自然風を供給することが
できる。
　　　　　
環境的にも互いに良い影
響を与え合う計画である。 GL-1,200 平面

N

GL+1800 平面 1/4

N

各建物には雪スポットを設け、冬季には雪をためることで建物を外部に対して閉ざし、個としての生活を深める。
春季には雪が解けると同時に建築が外へ開き、住人の活動も外へ広がる。

津南町のシンボルでもある信濃川の景色に軸線を通し、各住宅から河岸段丘を眺望できるように高低差を付ける。

景色の軸線 河岸段丘の風景

冬季春季

津南町は日本有数の豪雪地帯であり、これまで雪は一般的に取り除くべき存在とされてきたが、本建築では雪を排除せずにあえて集める「雪スポット」を設ける
ことで、水の循環の一部として暮らしに取り込む。そして、冬には建築を外部に対して閉じることで住人は個としての生活を深め、春の雪解けと同時に建築は開
かれ、住人の活動も外へと広がり、コミュニティとしての生活が生まれる。
こうした土地の風土・住民の個性に子どもたちが触れることで、津南町の魅力を知り、将来この町で暮らすきっかけとなることを目指す。

私たちは「その地（津南町・十日町市）の未来をつくる建築」とは、「他律的な建築」であると考える。
他律的な建築とは、社会や環境の変化といった多様な外部要因に対し、抵抗するのではなく、柔軟に変容し続ける建築である。そのような柔軟性こそが、未来
を担う建築に求められる本質的な条件であると考える。



住人の入替りによる
空間の再編

住人の入替りによる
空間の再編

住人の入替りによる
空間の再編

季節の移ろい

2/4NW邸・SW邸 1 階平面図 , SE 邸地下１階平面図　夏　S=1/200

配置図 ( ノンスケール )

NW邸・SW邸 1 階平面図 , SE 邸地下１階平面図　冬　S=1/200

NW邸

SW邸

SE邸

雪深い時季にも
動線を確保

積雪時にはトップライト
からの採光がなくなり
クローズな雰囲気に

SW邸の住人②が
柱や梁を活かして
遊具を制作

1年を通して室温変動が
少ない地下室にお酒を貯蔵

酒蔵庫であると同時に一般の
人も立ち入ることができる
お酒のギャラリーでもある

上部トップライト
冬は蓋をすることで
コールドドラフトを防止

トップライト
からの採光が
印象的な吹抜
空間を演出

上部トップライト
地下室に豊かな自然光を届け
同時に重力換気を促進

研究展示

研究室

信濃川へ排水

ビオトープ

TLTL TL

TL
研究展示

研究室

TL TL
酒蔵庫

お酒のギャラリー

地下通路地下通路

空掘空掘

空掘空掘

空掘

空掘
子供室

登棒

梯子

子供たちが昆虫観察
風や視線が抜ける

書斎

リモート
ワーク
スペース

L

K

D

住人が制作・執筆した
昆虫標本や書籍を展示

展示スペース
↓

木工体験室

打合室

研究室
↓
工房

展示エントランス
休憩所
↓

　　　　木工細工展示
書斎

L

K

D打合室

研究室
↓
工房

展示エントランス
休憩所
↓

　　　　木工細工展示

積雪時は風や視線が遮断されることで
雪解け時に現れる抜けに特別感を演出

崖に持ち出すことで、
積雪時にも信濃川への眺望を確保、
地形と一体となるような感覚を演出

積雪時にも通行可能

専門書の
貸出を行う

SW邸① ：夏はキッチンを外部に開き、地域住民に魚料理を振る舞う。

「他律的な建築」の要素 2.
季節の移ろいに設えが応答し、建築の空間構成が変化する建築（夏）

「他律的な建築」の要素 2.
季節の移ろいに設えが応答し、建築の空間構成が変化する建築（冬）

「他律的な建築」の要素 3.
住み手の入れ替わりにより、空間の秩序が再編されていく建築　

「他律的な建築」の要素 3.
住み手の入れ替わりにより、空間の秩序が再編されていく建築　

SW邸① ：冬はキッチンを内部に閉じ、夫婦の団らんカウンターとなる。 NE邸①夏：左奥。キッチン上部を吹抜とし、珈琲と音楽を中心とした生活。 NE邸②夏：子供好きな夫婦のために書斎を子供図書館とし、吹抜で繋がる。

L

倉庫

釣り部屋

軒下干し場

賑わいが見える

上部吹抜

地域住民に料理を振舞う
コミュニティカウンター

DIY 工作スペースとして半屋外化し、
子どもたちの工作広場としても活用する

DIY 工房

独り暮らしに住みやすい広さにDIY で減築

雪スポット

信濃川へ
通ずる小道

雪スポット

冬は SE邸と共有する
地下通路からアクセス

通り土間

水廻

軒下空間

通り土間

製作部屋

冬は釣り道具の
製作に専念する

積雪により
断熱効果UP

雪スポット

雪スポット 雪スポット

夫婦のバーカウンター
としても利用

雪スポット

信濃川

道路

崖

A*
▽GL±0

▽GL-3,000

林

A’*

林

隣家
隣家

NW邸

＊詳細は A-A’ 断面詳細図 (p.4) を参照

SE邸

SW邸
NE邸

NW
邸 地下

1階部分



NW邸

NE邸

SW邸

住人の入替りによる空間の再編

住人の入替りによる
空間の再編

住人の入替りによる
空間の再編

住人の入替りによる
空間の再編

住人の入替りによる
空間の再編

季節の移ろい

3/4SE 邸NW邸・SW邸 2 階平面図 , NE 邸・SE邸１-2 階平面図　夏　S=1/200 NW邸・SW邸 2 階平面図 , NE 邸・SE邸１-2 階平面図　冬　S=1/200

NE 邸
2 階部分

雪が積もらない
屋根下空間

雪かきを最小限に
ビオトープ

ビオトープ

信濃川へ排水

信濃川へ排雪

3/10
3/10 ▽GL±0  

▽GL-3,000

▽GL±0

▽GL-3,000

貴金属
収集

貴金属
収集

雪スポット 雪スポット

雪スポット 土間

雪スポット等
からの排水路

→ビオトープ→川へ

体験学習室

子供部屋

寝室

寝室

水廻

近隣住民の
作品展示
↓

近隣住民の
工芸品展示

体験学習室

寝室

水廻

近隣住民の
作品展示
↓

近隣住民の
工芸品展示

通り土間

水廻

DK寝室
L

収納

水廻

DK寝室 パン
トリー

パン
トリー

L

収納雪スポット

NW邸・SW邸へも
アクセス可

積雪により
断熱効果UP

暖炉

窓越しに中の
様子が見える

室内空間の領域が季節によって変化
夏は通り土間によって二分・冬は一体

景色
の軸
線

ビオトープを活用しながら
子供たちが体験学習

風が抜ける
中間領域

風を取り込む
縦すべり窓

信濃川の眺望

津南小方面
からのアクセス

全戸への
アクセス

道路に面するため
南ファサードの窓は

全てハイサイドとして計画

TL
吹抜

TL
吹抜屋根に融雪配管を敷設し

ハイサイドライトから採光

喫茶スペース

アトリエ

子供図書館

スケッチ

L

読書スペース

書斎

屋外展示スペース

K

雪スポット
書斎 書斎

屋外喫茶スペース

L

雪スポット

貯蔵庫

路地は屋内化

K

D

珈琲を貯蔵するスペース
雪で冷やす（雪室）

外向的な性格から一転、小説家という
もうひとつの側面が表出し、展示スペー
スは小説制作に没頭する書斎となる

絵は移動

住人専用読書スペース。
良い小説を書くためには大量
の本を読むことも欠かせない

かまくら珈琲

雪スポット

ダイニング、キッチンからの珈琲
の香りと音楽が聴こえるよう、上
部に吹抜を設けて空間を一体化

冬は積雪に伴い、玄関は 2階
夏は閉鎖、玄関は 1階

街に開かれたアトリエと子供図書館
津南小の子どもたちも気軽に立ち寄れる
アトリエで描いたそれぞれの絵を雪スポットに展示

信濃川の景色を描くのが好きなことから、眺
望の取れる部分の開口部の間口を広くした 子どもたちの様子が見え、コミュニケーション

がとれるように子供図書館上部に吹抜を設ける

珈琲の香りが外壁に
転写し、ほのかに香る

D

冬は機械式建具で閉
鎖。断熱性を高める

北側を減築した分、増築し寝室に

縦スリットによる
柔らかな間接光

路地

閉鎖

閉鎖

閉鎖

閉鎖

雪スポット 雪スポット

雪スポット 雪スポット信濃川の眺望
信濃川の眺望

信濃川の眺望

風景を眺めながら
ギターを弾く

木の表しを活かした
一体的な空間に減築

ハイサイドライト

吹抜

吹抜

夏は 2Fから
アクセス

趣味部屋

画家
アトリエ

眺望の良い横連窓

寝室

画家
アトリエ

津南町の四季を
絵として残す

視線の抜け
通風

通風

画廊

雪スポット 雪スポット

扉位置を変えて
公共エリアから
居住エリアへ

ビオトープを介した
信濃川の景観




